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  研究期間：３年 

 

  新規採択予定課題数：１５課題程度、うち「若手育成型」については２課題程度 

 

  若手育成型の応募対象： 

   平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者に限る） 

※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

    ※年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

       ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算する

        ことができる。 

             

 ＜公募研究課題＞ 

 （免疫アレルギー疾患分野） 

 【一般公募型】 

  免疫アレルギー疾患の病因・病態、予防、治療等に関する研究を行う。 

 

① 関節リウマチに対する生物学的製剤の作用機序、投与方法、治療効果等に関する研究 

（２２１３０１０１） 

関節リウマチの治療は生物学的製剤によって大きく変化した。数種類ある生物学的製剤

の作用機序に基づいた使い分けや投与方法による治療効果等に関する研究であること。ま

た、費用対効果や患者のＱＯＬ評価等、生物学的製剤によるリウマチ治療の変化を多面的

に検証することが望ましい。 

 

② 適切なスキンケア、薬物治療方法の確立とアトピー性皮膚炎の発症・増悪予防、自己管

理に関する研究                        （２２１３０２０１） 

アトピー性皮膚炎の診療にあたる複数の診療科（皮膚科、小児科、アレルギー科等）に

よって、適切なスキンケア方法を確立し、アトピー性皮膚炎の発症予防、自己管理を可能

にし、患者のＱＯＬ向上に資する研究であること。 

 

  ③ アトピー性疾患の病態解明を行い、他のアレルギー疾患への進展防止の寄与に関する

 研究                            （２２１３０３０１） 

アトピー性皮膚炎の発症に関する病態解明を行い、予防および自己管理を可能にすると

ともに、他のアレルギー疾患への進展防止に寄与する研究。 

 

④ 免疫アレルギー疾患の病因・病態に関する研究        （２２１３０４０１） 

自然免疫と獲得免疫の機序の解明、小児と成人との発症機構の病態異同の解明、免疫ア

レルギー性疾患の中心となる細胞の同定、免疫抑制、組織破壊、及び組織リモデリングの

解明など、病因・病態を解明するための研究のうち、成果が予防・治療法の開発に資する

研究であること。 

 

⑤  漢方医療を利用した免疫アレルギー疾患に対する治療の研究  （２２１３０５０１）

慢性関節リウマチ、花粉症等の免疫アレルギー疾患の治療法として近年、漢方治療が注目

を浴びている。こうした中、疾患の病態、重症度等に応じた漢方治療の使用方法やその他

の治療法との併用によって期待される相乗効果等についての研究であること。 
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⑥ 免疫アレルギー疾患の発症要因の解明又は医療の評価等に関する疫学的研究 

（２２１３０６０１） 

免疫アレルギー疾患の罹患患者は増加傾向にあるため、遺伝的要因や環境要因等の発症

要因の解明を行う。また、文献及び自治体からの情報を収集、分析することによって患者

数の推移や医療体制の評価に資する研究であること。 

     

   ⑦ 特異的免疫療法の開発及び確立に関する研究         （２２１３０７０１） 

免疫アレルギー疾患に関する特異的免疫療法について、臨床に応用して効果を確立する

ための臨床研究であること。対象者、研究の規模やデザインを明確にすると共に、実施に

向けた準備を周到に行っており、研究期間を有効に活用して成果を期待できる研究を採択

する。 

 

  ⑧ 難治性免疫アレルギー疾患に対する革新的治療法の導入ならびに確立に関する研究 

                                 （２２１３０８０１） 

免疫アレルギー疾患は標的特異的治療法によっても、なお治療に抵抗する病態が存在す

る。欧米で試みられている先進的治療法を含め、難治性病態のコントロールに資する基礎

的・臨床的研究を多重的に行う研究であること。 

 

 【若手育成型】 

   研究水準の向上、従来の発想や手法にとらわれない斬新な研究を推進するために、上記①

～⑧の課題について若手の研究者による研究計画を採択する。 

                                  

 （移植医療分野） 

 【一般公募型】 

  ① 造血幹細胞移植の成績向上に関する研究           （２２１３０９０１） 

造血幹細胞移植の成績向上と、安全な移植の実施、造血幹細胞移植における免疫寛容誘

導の実用化等に関する研究であること。特に、すでに動物実験等により有効性が期待され

る研究、早期の実用化が見込める研究を優先的に採択する。 

 

 ② 臓器移植の成績向上に関する研究              （２２１３１００１） 

    臓器移植・組織移植の高度化と新たな治療技術の開発、移植成績の向上と安全な移植の

実施、臓器移植における免疫寛容誘導の実用化等に関する研究であること。特に、すでに

動物実験の成果により有効性が期待される研究、早期の実用化が見込める研究を優先的に

採択する。 

 

③ 移植医療の社会基盤に関する研究              （２２１３１１０１） 

組織移植の現状や組織バンクの役割等についての検討を行い、ドナー及びレシピエント

双方の安全性の向上に資するための社会基盤整備に関する研究を優先的に採択する。 

 

【若手育成型】 

  研究水準の向上、従来の発想や手法にとらわれない斬新な研究を推進するために、上記

①及び②の課題について若手の研究者による研究計画を採択する。 

 

  ＜研究計画書を作成する際の留意点＞ 

研究計画書の提出に当たり、以下の点に留意すること。 

ア．「９．期待される成果」に、より具体的に把握するため、申請研究終了時に期待され


